
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
労
働
省
令
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

附

則

附

則

（
雇
用
促
進
計
画
を
活
用
し
た
雇
用
に
関
す
る
援
助
）

（
雇
用
促
進
計
画
を
活
用
し
た
雇
用
に
関
す
る
援
助
）

第
八
条

職
業
安
定
機
関
は
、
平
成
二
十
三
年
八
月
一
日
か
ら
令
和
十
四
年
三
月
三
十
日
ま
で
の
間
、
個
人
又
は

法
人
が
、
当
該
個
人
又
は
法
人
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
労
働
者
の
雇
入
れ
を
促
進
す
る
た
め
の
計
画
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
雇
用
促
進
計
画
」
と
い
う
。）を
提
出
し
て
そ
の
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め
の
援
助
を
求
め
た
と

き
は
、
法
第
十
五
条
に
規
定
す
る
雇
用
に
関
す
る
援
助
と
し
て
、
当
該
個
人
又
は
法
人
に
対
し
て
必
要
な
助
言

そ
の
他
の
措
置
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
条

職
業
安
定
機
関
は
、
平
成
二
十
三
年
八
月
一
日
か
ら
令
和
十
三
年
三
月
三
十
日
ま
で
の
間
、
個
人
又
は

法
人
が
、
当
該
個
人
又
は
法
人
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
労
働
者
の
雇
入
れ
を
促
進
す
る
た
め
の
計
画
（
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
「
雇
用
促
進
計
画
」
と
い
う
。）を
提
出
し
て
そ
の
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め
の
援
助
を
求
め
た
と

き
は
、
法
第
十
五
条
に
規
定
す
る
雇
用
に
関
す
る
援
助
と
し
て
、
当
該
個
人
又
は
法
人
に
対
し
て
必
要
な
助
言

そ
の
他
の
措
置
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
〜
４

（
略
）

２
〜
４

（
略
）

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報

国
税
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

国
税
関
係
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
五
年
財
務
省
令
第
七
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
第
八
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
の
下
に「（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
項
第
一
号
中「（
法
人
」
の
下
に「（
法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
二
条
第
八
号
に
規
定
す
る
人
格
の
な
い
社
団

等
を
含
む
。
次
条
第
一
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
第
八
条
第
一
項
た
だ
し
書
」
の
下
に「（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
を
加
え
る
。

第
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
八
条
第
一
項
」
を
「
第
八
条
第
一
項
第
一
号
」
に
、「
同
号
」
を
「
第
六
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

当
該
電
子
情
報
処
理
組
織
の
利
用
の
際
に
特
定
認
証
（
デ
ジ
タ
ル
庁
の
所
管
す
る
法
令
に
係
る
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
令
和
三
年
デ
ジ
タ
ル
庁
令
第
三
号
）
第
四
条
第
二
項
た
だ
し
書

に
規
定
す
る
法
人
共
通
認
証
基
盤
を
利
用
し
て
行
わ
れ
る
法
人
の
申
請
等
が
当
該
法
人
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
認
証
の
う
ち
国
税
庁
長
官
が
定
め
る
も
の
を
い
う
。
第
六
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
八
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
同

じ
。）を
受
け
る
場
合

識
別
符
号
及
び
暗
証
符
号
を
入
力
す
る
こ
と
並
び
に
当
該
申
請
等
の
情
報
に
電
子
署
名
を
行
う
こ
と
及
び
当
該
電
子
署
名
に
係
る
電
子
証
明
書
を
送
信
す
る
こ
と
。

第
五
条
第
七
項
中「（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）」を
削
る
。

第
六
条
第
一
項
第
四
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

電
子
情
報
処
理
組
織
の
利
用
の
際
に
特
定
認
証
を
受
け
て
、
申
請
等
を
行
う
こ
と
。

第
六
条
第
二
項
中
「
第
四
号
」
を
「
第
五
号
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
識
別
符
号
を
」
を
「
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
さ
れ
た
識
別
符
号
を
」
に
、「
第
四
条
第
二
項
」
を
「
同
項
」
に
、「
用
い
て
識
別
符
号
」
を
「
用
い
て
同
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
さ
れ
た
識
別
符
号
」
に
改
め
、

同
項
た
だ
し
書
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

た
だ
し
、
特
定
納
付
手
続
以
外
の
納
付
手
続
を
行
う
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
識
別
符
号
及
び
暗
証
符
号
を
入
力
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

一

当
該
電
子
情
報
処
理
組
織
の
利
用
の
際
に
個
人
番
号
カ
ー
ド
又
は
移
動
端
末
設
備
を
用
い
て
電
子
利
用
者
証
明
を
行
う
場
合

二

当
該
電
子
情
報
処
理
組
織
の
利
用
の
際
に
特
定
認
証
を
受
け
る
場
合

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
令
和
九
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
法
人
税
法
施
行
規
則
等
の
一
部
改
正
）

２

次
に
掲
げ
る
省
令
の
規
定
中
「
第
四
号
」
を
「
第
五
号
」
に
改
め
る
。

一

法
人
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
年
大
蔵
省
令
第
十
二
号
）
第
三
十
六
条
の
四
第
七
項
及
び
第
三
十
八
条
の
四
十
八
第
六
項

二

消
費
税
法
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
三
年
大
蔵
省
令
第
五
十
三
号
）
第
二
十
三
条
の
四
第
六
項

三

地
方
法
人
税
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
六
年
財
務
省
令
第
二
十
二
号
）
第
七
条
第
七
項
及
び
第
七
条
の
四
第
五
項

四

防
衛
特
別
法
人
税
に
関
す
る
省
令
（
令
和
七
年
財
務
省
令
第
三
十
一
号
）
第
五
条
第
七
項

〇
厚
生
労
働
省
令
第
七
十
号

労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
十
五
条
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
労
働
施
策
の
総
合
的
な
推
進
並
び
に
労
働
者
の
雇
用

の
安
定
及
び
職
業
生
活
の
充
実
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎


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